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【手続補正書】
【提出日】平成25年12月4日(2013.12.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　始動領域を遊技媒体が通過した後に、可変表示の開始を許容する開始条件の成立にもと
づいて、各々を識別可能な複数種類の識別情報の可変表示を行い表示結果を導出表示する
可変表示手段を備え、前記可変表示手段に特定表示結果が導出表示されたときに遊技者に
とって有利な特定遊技状態に移行させる遊技機であって、
　前記始動領域を遊技媒体が通過したときに、前記特定遊技状態に移行させるか否かを決
定するための特定遊技状態決定用乱数と、演出用識別情報の可変表示パターンを決定する
ための可変表示決定用乱数とを抽出する抽出手段と、
　前記始動領域を遊技媒体が通過したにもかかわらず前記開始条件が成立していない可変
表示の各々について、前記抽出手段が抽出した前記特定遊技状態決定用乱数と前記可変表
示決定用乱数とを所定の上限数を限度に保留記憶として記憶する保留記憶手段と、
　前記開始条件が成立したことにもとづいて、前記特定遊技状態決定用乱数を用いて、前
記特定遊技状態に移行させるか否かを表示結果の導出表示以前に決定する事前決定手段と
、
　前記事前決定手段の決定結果と、前記開始条件が成立したときの前記保留記憶手段が記
憶する保留記憶数と、前記抽出手段により抽出された前記可変表示決定用乱数の値と、複
数種類の可変表示パターンに対応した判定値とにもとづいて、演出用識別情報の可変表示
パターンを決定する可変表示パターン決定手段と、
　前記可変表示パターン決定手段の決定結果にもとづいて、演出用識別情報の可変表示を
実行する可変表示実行手段と、
　前記可変表示パターン決定手段による決定前に、前記始動領域を遊技媒体が通過したと
きに、前記抽出手段により抽出された前記特定遊技状態決定用乱数の値にもとづいて、前
記特定遊技状態に移行させるか否かを判定するとともに、前記抽出手段により抽出された
前記可変表示決定用乱数の値と、前記複数種類の可変表示パターンに対応した判定値とに
もとづいて、演出用識別情報の可変表示パターンが複数種類の可変表示パターンのうちの
特定可変表示パターンとなるか否かを判定する始動判定手段と、
　前記始動判定手段によって前記特定遊技状態に移行させると判定された場合または前記
特定可変表示パターンとなると判定された場合に、当該判定対象となった識別情報の可変
表示の前記開始条件が成立する以前に、特定演出を実行可能である特定演出実行手段と、
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　演出用識別情報の可変表示の背景画像を、複数の背景画像のうちの１の背景画像に変化
させる背景画像変化手段と、
　所定遊技状態と、該所定遊技状態と前記始動領域を遊技媒体が通過する割合が同じ遊技
状態であって前記所定遊技状態よりも前記特定遊技状態に移行されやすい有利遊技状態と
を含む複数の遊技状態のうちのいずれかに制御する遊技状態制御手段とを備え、
　前記特定可変表示パターンに対応した判定値のうちの少なくとも一部は、前記開始条件
が成立したときの前記保留記憶手段が記憶する保留記憶数にかかわらず、同一判定値が設
定され、
　前記特定可変表示パターンと異なる非特定可変表示パターンに対応した判定値は、前記
開始条件が成立したときの前記保留記憶手段が記憶する保留記憶数に応じて異なる判定値
が設定され、
　前記非特定可変表示パターンは、演出用識別情報の可変表示においてリーチ状態が成立
しない可変表示パターンであり、前記特定可変表示パターンと比較して演出用識別情報の
可変表示を開始してから表示結果を導出表示するまでの可変表示時間が短い短縮用可変表
示パターンを含み、
　前記可変表示パターン決定手段は、前記開始条件が成立したときに前記保留記憶手段が
記憶する保留記憶数にもとづいた短縮条件が成立している場合には、前記短縮条件が成立
していない場合と比較して、前記短縮用可変表示パターンに対応した判定値の個数が多く
設定された判定値を用いて可変表示パターンを決定し、
　前記始動判定手段は、前記抽出手段により抽出された前記可変表示決定用乱数の値が前
記同一判定値と合致するか否かを判定することによって、前記特定可変表示パターンとな
るか否かを判定し、
　前記背景画像変化手段は、特定の移行条件が成立したことにもとづいて、前記所定遊技
状態と前記有利遊技状態とのいずれの遊技状態であっても変化可能な背景画像であって、
前記有利遊技状態であることを示唆する特定の背景画像に変化させる特定背景画像変化手
段を含む
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明は、可変表示の作動率が低下してしまう事態を極力防止しつつ、識別情報の可変
表示が開始される前にその可変表示態様をあらかじめ報知することを可能とする遊技機を
提供することを目的とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００１０】
　本発明による遊技機は、始動領域を遊技媒体が通過した後に、可変表示の開始を許容す
る開始条件の成立にもとづいて、各々を識別可能な複数種類の識別情報の可変表示を行い
表示結果を導出表示する可変表示手段を備え、可変表示手段に特定表示結果が導出表示さ
れたときに遊技者にとって有利な特定遊技状態に移行させる遊技機であって、始動領域を
遊技媒体が通過したときに、特定遊技状態に移行させるか否かを決定するための特定遊技
状態決定用乱数と、演出用識別情報の可変表示パターンを決定するための可変表示決定用
乱数とを抽出する抽出手段と、始動領域を遊技媒体が通過したにもかかわらず開始条件が
成立していない可変表示の各々について、抽出手段が抽出した特定遊技状態決定用乱数と
可変表示決定用乱数とを所定の上限数を限度に保留記憶として記憶する保留記憶手段と、
開始条件が成立したことにもとづいて、特定遊技状態決定用乱数を用いて、特定遊技状態
に移行させるか否かを表示結果の導出表示以前に決定する事前決定手段と、事前決定手段
の決定結果と、開始条件が成立したときの保留記憶手段が記憶する保留記憶数と、抽出手
段により抽出された可変表示決定用乱数の値と、複数種類の可変表示パターンに対応した
判定値とにもとづいて、演出用識別情報の可変表示パターンを決定する可変表示パターン
決定手段と、可変表示パターン決定手段の決定結果にもとづいて、演出用識別情報の可変
表示を実行する可変表示実行手段と、可変表示パターン決定手段による決定前に、始動領
域を遊技媒体が通過したときに、抽出手段により抽出された特定遊技状態決定用乱数の値
にもとづいて、特定遊技状態に移行させるか否かを判定するとともに、抽出手段により抽
出された可変表示決定用乱数の値と、複数種類の可変表示パターンに対応した判定値とに
もとづいて、演出用識別情報の可変表示パターンが複数種類の可変表示パターンのうちの
特定可変表示パターンとなるか否かを判定する始動判定手段と、始動判定手段によって特
定遊技状態に移行させると判定された場合または特定可変表示パターンとなると判定され
た場合に、当該判定対象となった識別情報の可変表示の開始条件が成立する以前に、特定
演出を実行可能である特定演出実行手段と、演出用識別情報の可変表示の背景画像を、複
数の背景画像のうちの１の背景画像に変化させる背景画像変化手段と、所定遊技状態と、
該所定遊技状態と始動領域を遊技媒体が通過する割合が同じ遊技状態であって所定遊技状
態よりも特定遊技状態に移行されやすい有利遊技状態とを含む複数の遊技状態のうちのい
ずれかに制御する遊技状態制御手段とを備え、特定可変表示パターンに対応した判定値の
うちの少なくとも一部は、開始条件が成立したときの保留記憶手段が記憶する保留記憶数
にかかわらず、同一判定値が設定され、特定可変表示パターンと異なる非特定可変表示パ
ターンに対応した判定値は、開始条件が成立したときの保留記憶手段が記憶する保留記憶
数に応じて異なる判定値が設定され、非特定可変表示パターンは、演出用識別情報の可変
表示においてリーチ状態が成立しない可変表示パターンであり、特定可変表示パターンと
比較して演出用識別情報の可変表示を開始してから表示結果を導出表示するまでの可変表
示時間が短い短縮用可変表示パターンを含み、可変表示パターン決定手段は、開始条件が
成立したときに保留記憶手段が記憶する保留記憶数にもとづいた短縮条件が成立している
場合には、短縮条件が成立していない場合と比較して、短縮用可変表示パターンに対応し
た判定値の個数が多く設定された判定値を用いて可変表示パターンを決定し、始動判定手
段は、抽出手段により抽出された可変表示決定用乱数の値が同一判定値と合致するか否か
を判定することによって、特定可変表示パターンとなるか否かを判定し、背景画像変化手
段は、特定の移行条件が成立したことにもとづいて、所定遊技状態と有利遊技状態とのい
ずれの遊技状態であっても変化可能な背景画像であって、有利遊技状態であることを示唆
する特定の背景画像に変化させる特定背景画像変化手段を含むことを特徴とする。そのよ
うな構成によれば、可変表示の作動率が低下してしまう事態を極力防止しつつ、識別情報
の可変表示が開始される前にその可変表示態様をあらかじめ報知することを可能とするこ
とができる。
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